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アジアの先住民族と人権
―フィリピンママヌワ族の方をお招きして―

日時：2019年2月16日（土）13：00～16：30(予定)
場所：桃山学院大学 2号館 2-301教室

司会：小池 誠 本学教授
基調報告１：池谷 和信 民族学博物館教授

「アジアの先住民族：現状と人権問題」
基調報告２：尾本 恵市 本学元教授・東京大学名誉教授

「フィリピンの狩猟採集民ネグリト」
基調報告３：ラリー・ディロ セントポール大学教授

カイン・フクマン氏(ママヌワ族リーダー)
「ママヌワ族の現状と人権問題」

【概要】
ママヌワ族（Mamanwa）は、フィリピン南部ミンダナ

オ島北部の山岳地帯に数千人が残存する先住・狩猟採集
民です。現在その固有言語や伝統文化は消滅寸前となっ
ており、民族の存続があやぶまれる状況です。とくに近
年は日本企業を含む鉱山開発により、一部のママヌワ世
帯が低地に造られた村への移住を強いられ、健康や教育、
コミュニケーション等の面での影響が憂慮されます。こ
のたびは、ママヌワ血縁者でもあるラリー・ディロ教授
とママヌワ族のリーダーであるカイン・フクマン氏をお
招きし、フィリピンの先住民が現在当面している問題を
考えるとともに、世界の先住民が抱えている問題を考え
ます。それはわれわれが享受している現代文明を相対化
して、その未来を考えるうえでもはなはだ重要なことで
あるはずです。

※海外に興味がある方はどなたでもご参加いただけます。
後援：和泉市・和泉市教育委員会・堺市教育委員会・大阪ガス株式会社

・株式会社グランディム ※順不同
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